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青弓社

〈音楽の国ドイツ〉というイメージはどのように誕生したのか―。

第1巻ではドイツ人が非音楽的民族と呼ばれ周辺国から蔑視されていたルネサンス期を始点に、ドイツ

の「国民音楽」創設を目指したドイツ語オペラ運動が盛衰する18世紀前半までを追う。第2巻では18

世紀後半に発見された「民謡」がその後、ドイツ民族の精神的基盤となるまでのドラスティックな歴史

のうねりを紐解く。第3巻で取り上げる19世紀ドイツは、ついに自他ともに認める〈音楽の国〉へと上

り詰めたが、国家統一をめぐる覇権争いは〈ドイツ音楽〉の理念をも引き裂くことになった。そこから、

「絶対音楽」をめぐる不協和音から近代ドイツのナショナル・アイデンティティが孕む捻れを照射する。

ルネサンス期から19世紀までのドイツを音楽史、思想史、政治史などの側面から読み解く全3巻。
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